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第 2節遺跡、範囲確認調査

(7) 芋}I

秋田県本荘市大詰字八走 145

平成 11年 11月 1日，.__11月 26日
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a 立地

遺跡は五羽後本荘絞から真jとに約 1.75畑、本荘市役所から北北東に約 2k白む地点に三うり、

岸の段丘上に立地する。大内町方面から南下する芋)11は五遺跡付近では左岸の独立丘陵にあたって大

きく西に蛇行し三市道石脇大浦線の東側から再び子吉川に向かつて南流する O 遺跡は西流する芋JlIに

と

沿って北側に広がる標高約 6，..._，7mの平坦面にある。遺跡対岸の独立丘陵には九中世城館跡のJI旧館跡

がある O また九遺跡から南に約 800m下った芋J1!と子吉川の合流地点には九縄文時代早期の遺跡である

菖蒲l崎貝塚がある。

b 現況

現況は、水田跡地に哲[1、 すすきなどが茂った荒蕪地である O

この一帯は十数年前まで水田として耕作されていて、範囲確認調査対象地のほぼ中央には、

に通る農道が残っている。現在、)!I岸に近い対象地南縁部は河川堤防として利用されている。また、

対象地西側には大浦の八走集落が、北西側には建設中の新興住宅地である新山ノマークタウンが隣接す

プ

Qo  

5 

調査はミ地形や現在の土地利扇状説等を考慮し、調査対象地のほぼ中央を東西方i匂に通る

して長いトレンチを設け、これに直交する方向で、!日水田の畦畔に沿ったトレンチと河川改修計画

のセンター杭 (No.16，17， 18)から北側の計画河川幅までを結ぶトレンチを設定した。トレンチの幅は

1.8mで、あるが1 遺構@遺物の広がりを確認するために拡張して調査を行った部分もある。トレンチは

重機によって掘り下げ、部分的に深掘りを行った。調査対象地内は、どの場所を掘っても湧水が著し

く、設定したトレンチのほとんどが掘り下げ後すぐに水没してしまう状況であったが、遺構について

は可能な限り掘り込み面の把握に努め、位置と規模を記録した。遺物については

録した。

範i亙i確認調査対象面積 20，000rrfにおける延べ試掘面積は 2，507niであり、調査対象面積の 12.5%に

と}蓄位を記

あたる。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の基本麿序は以下の通りである。

第 I麿黒褐色土(10YR2/2)

第五麗褐灰色土 (10YR4/1)

第班層黒褐色土 (10YR3/2)

表土@水田耕作土(層厚 5，..._，20cm)

砂質土(層厚 5'"'-'20 cm) 

砂粒を含む粘土(層淳 10""""'20cm)
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第 3章調査の記録

第IV層 にぷい黄樺色土 粘土@地山

暗青灰色土 (5B4/l) 粘土

遺物が出土したのは亙層と車層及びIV層上面であるo 1層の表土は、水田だった頃の耕作による撹

乱を受けており、遺物は含まれていなかった。耳}蓄の砂質土は遺物が含まれていたものの出土墨は少

ない。亜層およびIV層上面は、遺物が最も多く出土した麿で、特に麗層とIV層の聞から土師器、須恵

器が出土した。遺構確認面はE屠、璽層及びIV層上顕である。遺跡全体としては九調査対象地の東端

部に向かうにつれて各層の厚さが増す傾向が見られる。

調査範閣外(調査対象地北側の外縁)にある農道に近い部分では、重機による削平を受けた痕跡が

ある。また、部分的に深掘りを行った結果、地11!の下に培青茨色粘土震があることが判明した。

b 検出遺構と出土遺物

調査対象地のほぼ中央を通る農道の西寄りで九一部偶丸方形プランを呈する竪穴住居跡 I軒を検出

した。この竪穴住居跡内部には1 赤く焼けた石が残っており、その周囲も焼土粒や炭化物が集中して

いたことからカマドであると判断した。床面までの深さは約 40cmである。竪穴住居跡から出土した遺

物は土師器と須恵器で、土師器片が多い。

中央部では溝跡 l条を検出した。この溝跡は南北方向に連続するものと考えられる。

東端部では 16基の柱穴及び竪穴住居跡の可能性があるプランを検出した。隣接するトレンチから

も柱穴 10基と土坑 l墓を検出した。この医域は今回の調査範囲の中では最も e 遺物が集中して

いた区域である。

出土した遺物の総量は、中コンテナ 4箱分である。土師器が最も多く、須恵器がこれに次ぐ。この

ほかでは、陶磁器4点、鉄製品(釘)が l点出土した。

号所見

a 遺跡の謹類

平安時代 (9，..__10世紀代)の集落跡であるo

b 遺跡の範囲と工事区域

工事区域の中に遺跡全体が含まれる。

c 発掘調査特に予想される遺構@遺物

平安時代の竪穴住居跡、溝跡、土坑、掘立柱建物跡(または柱穴群〉等が検出されるものと予想さ

れる。東端部では、柱穴、竪穴住居跡、土坑などの遺構が集中すると考えられる O 中央部では、 j奇跡可

竪穴住居跡などの検出が予想されるが、分布密度は稀薄であると推定される。

遺物は、土師器、須恵器、陶磁器、鉄製品、木製品が出土すると予想されるが、その量は少ないも

のと思われる。
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